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民
主
党
を
決
し
て
壊
さ
な
大
震
災
(
へ
の
対
応
)
を

輯
謹
一
晶
需
品
議
一
重
?
一
暢
覇
ぃ
。
そ
う
い
う
根
本
に
立
つ
最
優
先
に
取
り
組
む
。
一
定
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S

て
行
動
す
る
。
=
一
つ
自
は
、
の
め
ど
が
付
い
た
段
階
で
、

菅
直
人
首
相
川
か
2
日
の
民
私
た
ち
の
置
か
れ
た
状
況
今
の
わ
が
党
中
心
の
政
権
を
私
が
や
る
べ
き
一
定
の
役
割

主
党
代
議
士
会
で
一
行
っ
た
発
は
、
何
と
し
て
も
大
震
災
か
自
民
党
政
権
に
戻
す
こ
と
が
を
果
た
せ
た
段
階
で
、
若
い

言
要
旨
は
次
の
通
り
。
ろ
の
復
旧
・
復
興
に
道
筋
を
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
対
世
代
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ

東
日
本
大
震
災
の
さ
な
付
け
、
福
島
第
l
原
発
事
故
応
し
て
い
く
。
な
震
託
を
引
き
継
い
で
い
た

か
、
野
党
が
内
閣
不
信
任
決
の
一
日
も
患
い
収
束
を
図
る
野
党
か
ら
も
私
に
、
「
お
だ
き
た
い
。
大
震
災
、
原
発

議
案
を
提
出
し
た
。
私
に
不
ご
と
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
前
が
首
相
で
は
物
事
が
前
に
事
故
に
一
定
の
め
ど
が
付
く

十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
野
だ
。
三
つ
の
こ
と
を
呂
標
と
進
ま
な
い
か
ら
地
位
を
外
れ
ま
で
、
ぜ
ひ
と
も
私
に
責
任

持
見
「
が
こ
う
し
た
中
で
も
不
信
し
て
こ
れ
か
ら
行
動
し
て
い
ろ
」
と
強
い
指
摘
を
頂
い
て
を
果
た
さ
せ
て
ほ
し
い
。
そ

任
案
を
出
す
こ
と
に
つ
な
が
く
。
い
る
が
、
首
相
と
い
う
極
め
の
た
め
に
も
、
不
信
任
案
に

っ
た
。
私
の
不
十
分
さ
で
大
一
つ
は
震
災
の
復
旧
・
復
て
重
い
立
場
に
立
ち
、
責
任
対
し
、
民
主
党
一
致
団
結
し

変
ご
迷
惑
を
か
け
、
あ
ら
た
興
に
全
身
全
霊
で
最
大
限
の
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
か
て
の
否
決
と
い
う
対
応
を
お

内
閣
不
信
任
案
に
反
対
票
を
投
じ
る
菅
首
相
②
と
賛
成
票
を
投
じ
る
自
民
党
の
谷
垣
総
裁

(
2目
、
国
会
で
)
め
て
お
わ
び
申
し
上
げ
る
。
努
力
を
す
る
。
一
一
つ
目
は
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
願
い
す
る
。

部
門
会
議
を
開
い
て
い
る
点
一
推
進
や
震
災
対
策
の
足
を
引
一
ず
(
震
災
対
策
の
)
法
案
は
一
石
山
敬
貴
民
(
衆
・
宮
城
)
一
玉
木
雄
一
郎
氏
(
衆
・
香

を
踏
ま
え
、
「
他
の
省
庁
も
一
つ
張
る
こ
と
に
な
る
。
し
三
塑
己
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
一
は
「
政
局
に
よ
る
混
乱
が
許
可
)
は
「
大
義
が
な
い
内
閣
不

部
門
会
議
で
丁
寧
な
調
整
を
一
か
り
と
し
た
政
権
運
営
が
必
一
の
局
面
が
近
づ
い
た
ら
超
党
一
さ
れ
る
状
視
で
は
な
い
。
党
一
信
任
決
議
案
の
否
決
は
当

す
べ
き
だ
」
と
、
埼
へ
た
。
一
要
だ
」
と
述
べ
、
官
僚
を
使
一
派
で
体
制
を
組
み
、
復
興
・
一
分
裂
は
避
け
ち
れ
た
が
、
政
一
然
」
と
述
べ
、
野
党
の
対
応
を

吉
田
公
一
政
務
官
も
「
大
一
い
こ
な
す
政
治
主
導
の
嚢
要
一
再
建
に
取
り
組
む
の
が
政
権
一
府
も
党
も
こ
う
い
う
事
態
を
一
批
判
。
「
民
主
党
執
行
部
に
も

臣
が
変
わ
れ
ば
、
ま
た
同
じ
一
性
な
ど
を
訴
え
た
。
一
与
党
の
使
命
だ
」
と
、
六
連
一
招
い
た
責
任
感
を
か
み
し
め
一
反
省
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ

場
所
に
視
察
に
行
く
よ
う
に
一
山
岡
賢
次
副
代
表
は
「
ま
一
立
へ
の
期
待
を
示
し
た
。
一
る
と
と
が
重
要
」
と
諮
っ
た
。
一
る
」
と
指
摘
し
た
。

な
り
、
復
興
が
止
ま
る
。
農
一

家
に
と
っ
て
迷
惑
な
話
だ
」
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一
一
く
、
被
災
地
と
国
民
に
と
っ

が
ら
な
い
」
と
指
摘
。
管
内
一
て
不
幸
だ
」
と
指
摘
。
「
(
首

閣
が
一
定
期
間
後
に
退
陣
す
一
栢
を
)
辞
め
る
と
言
っ
た
人

る
と
の
菅
直
人
首
相
と
鳩
山
一
閣
が
居
座
っ
て
い
る
ご
と
自

由
紀
夫
前
首
栢
と
の
合
意
に
一
体
が
問
題
。
海
外
か
ろ
も
信

つ
い
て
「
言
葉
を
大
事
に
し
一
周
さ
れ
な
い
」
と
批
判
し

な
い

2
人
が
、
あ
い
一
ま
い
な
一
た
。
小
野
寺
五
典
外
交
部
会

約
束
を
し
た
だ
け
だ
」
と
述
一
長
も
「
菅
首
栢
の
言
葉
に
信

ベ
、
玉
虫
色
の
決
着
手
批
判
一
用
で
き
る
も
の
が
な
い
。
自

は
「
菅
首
相
の
言
葉
は
延
命

の
た
め
の
方
便
と
し
か
言
え

な
い
。
民
主
党
内
の
対
立
構

造
は
残
っ
た
ま
ま
で
、
問
題

が
先
送
り
さ
れ
た
だ
け
だ
」

と
批
判
し
た
。

共
産
党
の
高
橋
千
鶴
子
民

は
「
被
災
地
に
と
っ
て
は
、

解
散
総
選
挙
に
な
ら
ず
に
よ

自
民
、
公
明
、
た
ち
あ
が

れ
日
本
の
野
党
3
党
が
共
悶

提
出
し
た
奮
内
閣
に
対
す
る

不
信
任
決
議
案
は
2
日
午
後

の
衆
院
本
会
議
で
、
民
主
、

国
民
新
両
党
な
ど
の
反
対
多

数
で
否
決
さ
れ
た
。
し
か

し
、
不
信
任
決
議
案
を
提
出

し
た
自
民
党
な
ど
野
党
は
、

首
相
の
退
陣
表
明
を
「
茶
番

に
す
ぎ
な
い
」
な
ど
と
批

判
。
与
野
党
の
溝
は
い
つ
埋

ま
る
の
か
。

(
1
面
参
照
)

自
民
党
の
谷
垣
禎
一
総
裁

は
2
日
午
後
の
党
両
院
議
員

総
会
で
、
菅
直
人
首
相
が
東

日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復

興
、
東
京
電
力
福
島
第
1
原

子
力
発
電
所
事
故
対
応
の
め

ど
が
た
つ
た
段
階
で
退
陣
す

る
意
向
を
表
明
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
「
一
体
い
つ
一
定

の
め
ど
が
付
く
か
何
も
一
言
及

し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
茶
番

に
す
ぎ
な
い
」
と
批
判
し

た。
ま
た
、
同
党
の
石
原
伸
晃

幹
事
長
は
「
民
主
党
の
体
質

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
場
当

た
り
的
な
対
応
の
典
型
だ
」

と
断
じ
た
。

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代

表
も
、
国
会
内
で
記
者
団
に

対
し
「
(
内
閣
不
信
任
決
議

案
を
)
否
決
に
導
く
た
め
に

復
書興
理最
準擾
震先
鋒に
要

医罰

向
け
て
「
被
災
地
復
興
を
軌

道
に
乗
せ
る
た
め
に
、
次
期

政
権
で
は
期
限
付
き
の
暫
定

的
な
連
立
政
権
を
目
指
す
べ

き
だ
」
と
語
り
、
政
権
基
盤

の
安
定
が
焦
点
に
な
る
と
の

内
閣
不
信
任
案
の
否
決
に

庁
一
つ
い
て
農
水
省
の
政
務
三
役

来
一
は
、
引
き
続
き
復
旧
・
復
興

:
一
を
最
優
先
に
取
り
組
む
こ
と

葉
一
が
重
要
と
し
な
が
ら
も
、
反

」
一
一
=
一
省
す
べ
き
点
は
改
善
す
べ
き

亘
竜
一
一
と
の
受
け
止
め
も
あ
っ
た
。

屋
一
鹿
野
道
彦
農
相
は

2
日

一
夕
、
硬
い
表
情
を
崩
さ
ず
記

念
・
一
者
団
に
対
し
、
「
引
き
続
き

=
一
復
旧
・
復
興
、
原
発
事
故
の

1
一
収
一
東
に
全
力
を
挙
げ
て
い

匠
一
く
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
気
を

一
引
き
締
め
て
対
応
に
当
た
っ

一
て
い
く
考
え
を
強
調
し
た
。

一
筒
井
信
隆
副
大
臣
は
「
政

一
治
の
空
白
を
作
っ
て
い
る
場

一
合
で
は
な
い
。
民
主
党
政
権

一
を
壊
さ
な
い
な
ど
の
大
原
則

一
も
堅
持
で
き
た
」
と
述
べ
、

即
一
政
局
の
回
避
を
歓
迎
し
た
。

濯
一
野
党
が
参
院
の
多
数
を
占

恥
一
め
る
「
ね
じ
れ
」
の
解
消
に

q
u
 

見
解
宇
佐
示
し
た
。

一
方
、
篠
原
孝
副
大
臣
は

「
政
権
運
営
も
党
運
営
も
根

回
し
ゃ
調
整
が
欠
け
て
い

る
」
と
問
題
点
を
福
摘
。
農

水
省
で
活
発
に
党
農
林
水
産

畠
E語

自
民
党
の
衆
院
議
員
か
ろ

は
、
不
信
任
決
議
案
否
決
に

つ
い
て
「
民
主
党
内
の
造
皮

の
動
き
は
な
ん
だ
っ
た
の

小
平
忠
正
衆
院
外
務
委
員
一
か
」
と
、
戸
惑
い
の
声
が
上

長
は
「
政
局
の
混
乱
は
農
政
一
が
っ
た
。

開関主

体
制
樹
新
急
げ

民
主
党
幹
部
や
農
林
議
員

か
ろ
は
、
政
治
の
空
白
や
党

の
分
裂
を
回
避
で
き
た
と
と

を
歓
、
型
9
る
一
方
、
政
権
運

営
を
総
点
検
し
、
国
民
の
信

頼
を
取
り
戻
す
よ
う
訴
え
る

芦
が
相
次
い
だ
。

山
田
正
彦
衆
院
農
林
水
産

委
員
長
は
「
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定

(
T
P
P
)
交
渉

の
問
題
や
被
災
者
対
策
な

ど
、
課
題
は
山
積
み
だ
」
と

指
摘
。
「
リ
ー
ダ
ー
を
め
ぐ

る
不
満
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る

の
は
事
突
。
党
を
挙
げ
、
腰

を
据
え
た
議
論
を
す
べ
き

だ
」
と
述
べ
、
早
期
の
体
制

刷
新
を
唱
え
た
。

農
林
水
産
部
門
会
議
の

佐
々
木
隆
博
座
長
は
「
与
党

に
必
要
な
の
は
丁
寧
な
合
意

形
成
と
確
か
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
。
今
後
は
震
災
対
策
を

少
し
で
も
早
く
講
じ
、
自
ら

の
手
で
改
革
を
行
う
こ
と

だ
」
と
強
調
し
た
。

0
:
福
島

第
1
原
発
か

ら
の
放
射
能

で
汚
翠
己
れ

た
土
地
の
除

染
に
つ
い
て
、
「
包
括
し
た
法
律

を
制
定
し
て
、
で
き
る
だ
け
阜
く

物
事
を
進
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ア
日
一
甘
古

土地の隣染

法整輔検討

加
藤
紘
一
農
林
部
会
最
高

顧
問
は
、
民
主
党
小
沢
グ
ル

ー
プ
の
議
員
が
否
決
に
回
っ

た
こ
と
に
「
意
外
だ
っ
た
。

個
人
の
生
き
残
り
の
た
め
だ

か
ら
(
造
反
の
動
き
が
)
広

る
」
と
述
べ
、
法
整
備
を
検
討
す

る
考
え
を
一
ホ
す
玄
葉
光
一
郎
国
家

戦
略
担
当
相
(
民
主
党
政
調
会

長
)
。
文
部
科
学
省
が
校
庭
の
放

射
能
汚
染
、
農
林
水
産
省
が
農

地
、
国
土
十
交
通
省
が
道
蕗
を
そ
れ

ぞ
れ
所
管
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
「
横
断
的
に
政
府
を
挙
げ
て
、
国

内
外
の
知
見
を
結
集
し
て
対
処
す

べ
き
だ
」
と
強
調
。

み
ん
な
の
党
の
渡
辺
喜
美

代
表
は
、
国
会
内
で
記
者
団

に
「
期
限
を
切
ら
な
い
と

延
々
と
や
り
続
け
る
。
こ
う

い
う
無
責
任
な
政
治
で
あ
っ

て
は
い
け
な
い
。
民
主
党
も

す
っ
き
り
分
裂
す
る
の
が
筋

だ
」
と
諮
っ
た
。

ち
招
い
た
混
乱
が
政
治
へ
の

不
信
感
を
高
め
た
だ
け
だ
」

と
批
判
し
た
。

江
藤
拓
民
は
、
採
決
直
前

に
政
務
三
役
の
辞
表
を
出
し

た
議
員
が
否
決
に
回
っ
た
こ

と
に
、
「
唖
然
と
し
た
。
信

念
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
政

治
不
信
を
招
く
、
一
一
周
す
か
し

だ
」
と
述
べ
た
。
「
生
き
延

び
る
本
能
だ
け
は
極
め
て
訓

練
さ
れ
て
い
る
。
回
出
主
党
内

の
問
題
は
い
ず
れ
再
発
す
る

だ
ろ
う
」
と
皮
肉
っ
た
の
は

赤
津
亮
正
氏
。
小
里
泰
弘
氏

は
「
嘗
首
相
の
下
で
は
復
興

の
め
ど
は
立
た
な
い
が
、
当

面
は
第
2
次
補
正
予
算
に
自

民
党
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す

る
」
と
、
被
災
地
支
援
を
優

先
す
る
考
え
を
示
し
た
。

同
盟
深
化
の

停

滞

を

懸

念米

政

府

【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
]
菅

蓋
人
首
相
が
内
閣
不
信
任
決

議
案
の
否
決
を
前
に
、
東
日

本
大
震
災
復
興
や
福
島
第
1

原
発
事
故
対
応
に
一
定
の
め

ど
が
付
い
た
段
階
で
退
陣
す

る
意
向
を
表
明
し
た
こ
と

で
、
米
政
府
は
菅
政
権
が
一

層
弱
体
化
し
日
米
同
盟
の
深

化
や
震
災
か
ら
の
復
興
が
停

滞
す
る
乙
と
を
懸
念
す
る
。

の
み
、
と
の
よ
う
な
不
確
定

な
こ
と
を
言
う
の
は
全
く
の

茶
番
だ
。
驚
き
を
禁
じ
得
な

い
」
と
非
難
。
同
党
の
井
上

義
久
幹
事
長
は
党
会
合
で

「
今
直
ち
に
辞
め
て
も
ら
う

こ
と
が
被
災
者
、
国
民
の
た

め
だ
」
と
強
調
し
た
。

政
局
不
安
続
く

韓
国
・
聯
合
ニ
ュ
ー
ス

復
興
に
悪
影
響
懸
念

中
国
外
交
筋

政
治
空
白
許
さ
ぬ

野
党
議
員

[
北
京
時
事
]
奮
内
閣
に

対
す
る
不
信
任
決
議
案
を
め

ぐ
る
政
局
に
つ
い
て
、
中
国

の
外
受
筋
は
「
日
本
経
済
の

回
復
は
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済

安
定
に
も
不
可
欠
で
、
与
野

党
が
争
っ
て
い
る
場
合
で
は

な
い
」
と
諮
り
、
日
本
の
政

局
が
震
災
復
興
に
及
ぼ
す
悪

影
響
に
懸
全
第
}
示
し
た
。

そ
の
他
の
野
党
の
衆
院
議

員
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
最
優
先
す
べ

き
と
の
声
が
相
次
い
だ
。
公

明
党
の
石
井
啓
一
政
調
会
長

〔
ソ
ウ
ル
時
事
]
韓
国
の

聯
合
ニ
ュ
ー
ス
は

2
日
、
菅

直
人
内
閣
へ
の
不
信
任
案
が
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